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　数学入門講座　特別講義
　「考える楽しみ　2014」
　　　　　　　　　　　　　　　　水谷　一
　2013 年数学月間懇話会の講演（http://www.sugaku-bunka.org/jojcoqr1e-453/#_453）に続き，今回も参加される方々に問題を考えていただき，講師が解説します．

［問題 1］（2013 年出題．時間の都合で解説を割愛したもの）

　三つの円 
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 のどの二つも 2 点で交わっているとします．このとき
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 の二交点を通る直線
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 の二交点を通る直線
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 の二交点を通る直線

は 1 点で交わります．
　理由を考えてみましょう．
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［問題 2］スカイツリー問題（宮永望氏提供，一部表記変更）

　定数 
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）と変数 
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）に対して，図のように角 
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 を定める．
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 が最大になるような 
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 の値を 
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 で表しなさい．
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［問題 3］

　座標平面上 
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 座標がともに整数である点を格子点といいます．

　4 つの格子点を頂点とする平行四辺形で，その内部と周上に頂点以外の格子点がないものの面積は，必ず 1  になります．
　理由を考えてみましょう．

［問題 4］

　自然数 8 を異なる自然数の和で表します．
　　8 ， 7+1 ， 6+2 ， 5+3 ， 5+2+1 ， 4+3+1

　　（「8」も「1 個の和」と考えます）


表し方　6 通り

また 8 を奇数の和で表します．

　　7+1 ， 5+3 ， 5+1+1+1 ， 3+3+1+1 ， 3+1+1+1+1+1 ， 1+1+1+1+1+1+1+1






表し方　6 通り
調べてみると自然数 
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 について「
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 を異なる自然数の和で表す表し方」の総数と「
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 を奇数の和で表す表し方」の総数は等しくなります．
　理由を考えてみましょう．
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